
学　校　番　号

令和５年度　学校評価書　　（　計画段階　・　実施段階　）

評　価
（総　合）

項目ごとの評価

様式３

④福岡県立　苅田工業高等　学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画 （４月） 評　価
（総　合）

　自己評価は

　　　　A　：　適切である

　　　　B　：　概ね適切である

　　　　C　：　やや適切である

　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 「チーム苅工」として教育活動を展開し、志と自立心・思いやりの心溢れ、グローバルな感覚をもって地域産業を支えるモノづくりのスペシャリストを育成する。
昨年の成果と課題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

　昨年の成果として、ものづくりを通して培われた技
術・技能を発揮し、全国大会において優秀な成績を収
め世界大会に出場したWRO、全国大会に出場したマ
イコンカーラリー・レスリング部・陸上部・ロボット研究
部・写真部など、生徒主体の教育活動が十分に展開
できるようになった。
　今年は、苅田町イルミネーション事業に代表される
地域との連携に加え、「チーム苅工」としての教育活
動をさらに発展・充実させ、地域に開かれた魅力ある
学校づくりと本校のブランド化を図る。確かな学力を育
成するとともに、規範意識や危機管理意識の向上に
よる安全で安心な学校づくり、５Sの徹底、行事を通し
て育む豊かな心と思いやりの精神など、工業人として
の資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図
る。また、「社会に開かれた教育課程」の視点に立っ
た地域の人的・物的資源の活用など、社会教育との
連携を深めることでもたらされる実体験を重視した
キャリア教育の推進を図る。

一人一人の人権が尊重される安全・安心な学校づくりの推進と思いやりの心の
醸成

○危機管理マニュアルの改善を図り、危機管理意識の向上と対応能力を高める。
○悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。
○人権・同和教育、薬物乱用防止教育および命の教育を推進する。
○豊かな心の涵養を目指した学校行事等の充実を図る。

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた主体的・対話的で深い学びの推進
○好奇心と創造力を喚起するＩＣＴ等を活用した学習活動の推進を図る。　　〇「ものづくり」への興味関心を育てる工業教育を推進する。
○新しい教育課程の円滑な実施と目標に準拠した観点別評価の定着を図る。　　○朝読書と連動した授業規律の確立を図る。

自主自立・規範意識の向上・５S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）の徹底
○挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。　　〇積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。
○部活動、生徒会活動等の活性化による自主・自立、母校愛と協働の精神の涵養を図る。
○５Ｓ徹底による工業人としての資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図る。

キャリア教育の推進とグローバルな感覚をもった地域に根ざした人材の育成 ○資格取得推進と進路マップによる進路意識の醸成を図る。　○インターンシップや「産業人材育成事業」を活用した体験教育の推進を図る。
○生徒自身の特性を活かせる進路希望の実現を図る。　　　　○グローバルな感覚を育成するための教育活動を展開する。

地域に開かれた魅力ある学校づくりとブランド化
○「ものづくり」を通した地域貢献事業の推進と創造力の育成を図る。
○地域・中学生・保護者への学校情報の積極的で効果的な発信を行う。　○地域のボランティア活動への積極的参加を推進する。
〇地域連携を活かしたブランド化の構築を推進する。

具体的目標 具　　体　　的　　方　　策 評価（3月） 次年度の主な課題 学校関係者評価委員会からの意見

教務部

教務課

授業規律の遵守・授業改善

授業規律を確立させ、ICTを活用して効果的な学習指導を工夫し、授業改善に繋げるような体制を構築する。

主体的・対話的で深い学びの推進

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れ、ICTを利用して主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導、授業
改善が行えるよう、教員間で連携する。

教育
情報課

新学習指導要領の内容を踏まえた授業改善と、定期考査に頼らない新しい評価方法により、生徒を多面的
に評価し、個性の伸長と学力向上を図る。

興味関心を育てる工業教育の推進

ICTを活用して「ものづくり」への興味関心を高め、工業教育における基礎学力の重要性を理解させることで、
その定着と向上を図る。

校務支援システムの効果的な活用を推進することにより、教職員が生徒に関わる時間を確保し、有意義な学
習指導が行える体制を推進する。

教員相互間の研究授業、公開授業週間への参観を促し、学びの質を高めるための授業改善を推進する。

ICT等を活用した学習活動の推進

他の分掌や科、学年と協力し校務支援システムを活用することで、データを一元管理する環境を整備し、教育
活動の効率化を図る。

一人一台端末の体制整備に合わせ、職員・生徒全員がタブレットを活用する授業を最低でも年１回は行うよう
に推進する。

生徒指導部

生徒
指導課

保健課

キャリア
教育部

進路
指導課
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企画・広報課

研修課

学びの質を高めるための授業改革の
推進

ICTの活用を推進していくとともに、生徒の実態に応じた授業改善のための研究授業や公開授業を充実させ
る。

各分掌と連携した各種研修の計画
的・効果的な実施

教務課・教育情報課と連携したICT研修や図書研修、生徒指導課と連携したいじめ研修やSNSに関する研修
など、各種研修を各分掌と連携し、より効率的なものにする。

学
年

１学年

２学年

３学年
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資格取得による専門知識の向上と実
践的な技術を習得したグローバルに
活躍できる中堅電気技術者の育成を
目指す

５Ｓを徹底し、安全管理の意識と必要性を伝え、実習の中で実践できるように指導する。また、高大連携やも
のづくり技術の伝承を行い、職員間で、実践力を養う。

地域に密着した活動（エコデンレース等）を推進し、連携を深める。また、新たに、eスポーツの環境を整え、出
前授業や科通信などを通して中学生に電気科の魅力を発信する。

工
業
科

機械科

電気科

卒業までに全員が第２種電気工事士の取得を目指して、学習活動を展開していき、さらに上級の資格（第１種
電気工事士試験、２級電気工事施工管理技士補・電験三種）にも積極的に挑戦させるとともに、ジュニアマイ
スターの取得を目指す。

産業現場が求める各種の基礎技術・技能を、ものづくりコンテストや各種大会に挑戦することで、実践的を養
う。

情報技
術科

評価項目以外のものに関する意見自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

産業界の要請に応えられるような実践的な技術を身に付けた電気技術者の育成を目指し、ものづくりなどの
技能体験を通して技術・技能を習得させ、創造力豊かな地域人材を育てる。

安全教育の徹底と地域との連携を深
める活動の推進

グローバルに活躍できる技術者を育てるために、基礎的な学力、技術・技能の向上を図る。

地域に根付いた情報及び電気・電子
系技術者の育成

半導体人材育成事業等を通じて「ものづくり」の実践的な技術を高めるとともに、地域貢献に取り組む。

基礎的な技術・技能の向上及び進路
実現できる資質向上

情報技術系の資格取得を積極的に取り組ませることにより、進路意識の高揚と自己実現を目指す。


